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８．効率経営体への転換 （間接費の削減）
７．インフラの強化とグループシナジーの追求
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グループビジョンと目指すべき姿
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を目指す
目指すべき姿
◇ ロイヤル経営基本理念を実践し
日本で一番質の高い“食”＆“ホスピタリティ”グループ
◇ 新たなビジネスモデルの創造により増収増益を視野に入れた
持続的に成長する総合飲食企業のリーディングカンパニー
◇ 食の安全・安心を第一に企業の社会的責任を誠実に果たし
全てのステークホルダーに支持される企業グループ
◇ 誇りをもって働ける企業グループ
ロイヤルグループ経営ビジョン2020 2010年9月策定
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外食の産業化の歴史
クルー化
経済成長が急速に進む中、外食に対するニーズも急激に高まり、
増加するニーズに対応するためには、画一性、スピード、効率性を
兼ね備えた、チェーン理論に基づく多店舗化による産業化モデルが
最も親和性が高かった。
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フランチャイズシステム
『飲食業を水商売ではなく産業にする』
セントラルキッチン建設、大卒社員の採用、株式上場など
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景気変化と市場変化
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●少子高齢化の進行（高齢者の増加）
●インバウンド増加（爆買い）
●インバウンドの変化
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景気変化ではなく、市場変化にあわせて、
ポートフォリオの変革を促していく必要がある
市場変化にあわせた戦略の細分化
●アベノミクスによる株高の消費喚起
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応する形でポートフォリオでの対応が必要
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供給サイドの制約
労働供給と原材料確保のボトルネック
人材確保と原材料確保というボトルネックはより深刻化する見通し
であり、ボトルネックを意識した戦略が必要
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潤沢な労働力の供給があ
り、産業化におけるポイント
は供給力ではなく、いかに
需要を取り込むモデル（画
一性・スピード・効率性）を
構築するかに依存していた。
労働力確保が厳しくなり、
かつ原材料確保が厳しくな
る時代に突入し、産業化に
おけるポイントは需要から
供給にシフトしていく。
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事業別の成長性と人材確保（一つの事例）
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事業。必要に応じて規模の縮
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機械化の推進などにより、効率
化の推進に注力した上での規
模拡大
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ないため競争が激化する領域
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関⻄インフライトケイタリング
ハラル機内食提供
大阪府内総合病院
外来レストラン、職員食堂、売店、
ハラルキッチン併設の患者食を受託
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